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【要約】

　本研究では，仲間関係の発達についての尺度を

構成し，受容感およびネット利用との関連を明ら

かにすることを目的に，中学生を対象として，調

査を行った。まず，保坂・岡村（1986）の「ギャ

ング・グループ」，「チャム・グループ」，「ピア・

グループ」の仮説にもとづき，「ギャング」「チャ

ム」「ピア」の３つの因子からなる尺度を作成した。

次いで，「ピア」と「チャム」の得点の高低を基

準にして４群を設定し，検討したところ，受容感

との関連では，「ピア」が高い者は，「ピア」が低

い者と比較して，受容感が高くなることが示され

た。また，ネット利用との関連においては，SNS

の利用と友だちとのつきあいに対する意識に関す

るの項目について，「ピア」が高く「チャム」が

低い者のみが，他の群よりも SNS を利用したほう

が，友だちとのつきあいがうまくいくとは思って

いないことが明らかになった。これらの結果から，

「ピア」の発達段階の特徴を持つ者は，「ピア」の

低い群より受容感を得られていること，ネットの

利用においては，自立した個人として友だちとの

つきあいを行う意識を持っていることが推察され

た。

Ⅰ．問題と目的

　友人関係と学校適応に関するこれまでの研究に

おいて，青年期は友人関係の重要性が高まり，友

人との関係が学校への適応感と関連していること

（大久保，2005）や，対友人適応が欠席願望を抑

制することが明らかにされている（本間，2000）。

また，「友人関係」は，中学生の学校ストレッサー

の１つであり，抑うつ・不安感情と高い関連性が

あることが明らかにされている（岡安・嶋田・丹

羽・森・矢富，1992）。これらの研究は，友人関

係の状況が学校への適応，また不適応に大きく影

響していることを示している。一般的に青年期に

なると，友人と過ごす時間が両親や家族との関わ

りよりも多くなる。特に中学生以降では仲間意識

や親密さの欲求は強くなり，その欲求を満たす中

心的な役割は友人との関係が占めるようになる。

そのため，青年期において，友人との間に親密な

関係を築くことは，日常生活を適応的に過ごすた

めにとりわけ重要な意味をもつであろう。その一

方で，一見すると親密な友人関係であっても，心

理的適応や学校適応につながっていないことを明

らかにしている研究もある。石本（2011）は，中

学生においてグループ境界が強固であることは，

心理的適応および，学校適応と負の関連があるこ

とを明らかにしている。有倉・乾（2007）は，自

分の所属する仲間集団の排他性が高いと感じてい

る児童・生徒は，そうでない児童・生徒より学級

適応感が低いことを明らかにしている。このよう

に友人関係のなかでも，仲間関係に焦点を当てる

ことで，友人関係と学校適応感との関連をより詳

しく明らかにすることができるのではないか。

　友人関係による適応が図れない場合，または適

応状態から不適応へと陥ってしまった場合，不登

校の状態に移行することも少なくない。平成 26

年度の「不登校」を理由とする児童生徒数は，小
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学校は 25,866 人（前年度より約２千人増加），中

学校は 97,036 人（前年度より約２千人増加）で，

依然として多い状況にある（文部科学省，2014）。

　平成４年の「登校拒否（不登校）問題について（報

告）」においては，「登校拒否は誰にでもおこりう

ること」という基本的な視点に立脚し，学校は，

児童生徒にとって自己の存在を実感できる精神的

に安心していることのできる場所（「心の居場所」）

としての役割を果たすことが重要であると指摘し

ている（文部科学省，1992）。平成 25 年度「児童

生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調

査」によれば，中学生では，不登校となったきっ

かけとして「本人に係る状況」の「無気力」（26.2％），

「情緒的混乱」（26.2％）に次いで，「いじめを除く

友人関係をめぐる問題」（15.9％）の該当者が多い

（文部科学省，2014）。このことから，不登校の要

因として，友人関係が及ぼす影響は小さくはない。

また，友人関係における発達段階を考慮すること

も重要であろう。そこで，本研究では，不登校に

対する学校における予防的取り組みとして，どの

ような友人関係が学校への適応につながるか，友

人関係を発達的側面からとらえていく。

　友人関係を発達的側面からとらえた研究とし

て，保坂・岡村（1986,1992）の研究がある。保坂・

岡村は，エンカウンター・グループの事例研究に

おいて，仲間関係の特徴として，「ギャング・グ

ループ（gang-group）」「チャム・グループ（chum-

group）」「ピア・グループ（peer-group）」の３つの

位相があることを見出した。ギャング・グループ

とは，同一行動による一体感を特徴とする同性同

輩集団で，男子に多く見られるギャング・エイジ

（gang-age）の集団である。チャム・グループは，

同一言語による一体感の確認を特徴とする同性同

輩集団で，女子に多く見られる集団である。「チャ

ム」は，Sullivan H.S.（1953）が前青年期における

同性同輩の親密な友人を「chum」と定義したこと

に由来する。ピア・グループは，自立した個人と

して尊重し合い，異質性を認めることが可能な集

団である。児童期後期から思春期にかけての子ど

もたちの仲間関係は，①ギャング・グループ（小

学校高学年頃），②チャム・グループ（中学生頃），

③ピア・グループ（高校生頃）の順に発達ととも

に変遷するという仮説を提唱している。この仲間

関係の発達の概念を用いて行われている研究とし

て，斎藤（1986），手塚・古屋（2001），黒沢・森

ら（2003）の研究がある。

　斎藤（1986）と手塚・古屋（2001）は，保坂・

岡村の仮説にもとづき，仲間関係の発達について

「ギャング・リレーション」「チャム・リレーショ

ン」「ピア・リレーション」の３つの因子を抽出

している。斎藤（1986）は，友人関係が，ギャング，

チャム，ピアの順で変化すること，小学高学年生

では，ギャング・グループが中心で，中学生では

主に，チャム・グループ，その後高校生では，ピ

ア・グループが中心となることを示している。し

かしながら，尺度のうちチャムの項目については，

保坂・岡村が定義している内容とは異なっている。

手塚・古屋においては，小学校５年生から，大学

１年生までの発達的変化を検討し，gang-relation，

chum-relation，peer-relation の３つの様式に，poor-

relation と rich-relation を加えた５つのグループに

分類した。このなかで，チャムからピアへの変化

はあいまいであり，チャムとピアは，併存する特

徴があると指摘している。また，黒沢・森ら（2003）

は，発達段階のもつリスクファクターを含めて実

証的に検証することを目的として，「ギャング・

チャム」，「ピア・プレッシャー」，「ピア」の３因

子からなる尺度を，より臨床的な視点から開発し

た。ここでは，「ギャング」「チャム」「ピア」の

３因子でなく，ギャングとチャムの項目が混ざり

合った因子が抽出されており，そのことからギャ

ングとチャムは，対象年齢層集団によって分離・

独立して認知されていない可能性があると述べて

いる。また，「ピア・プレッシャー」は仲間集団

への同調圧力であり，仲間関係の発達段階に潜む

側面として重要であると指摘している。

　このように，保坂・岡村の仲間関係の発達の仮

説を用いて行われている研究は数が少なく，ま

た，開発された尺度は，因子構成が異なっている。

また，ギャングとチャム，チャムとピアが併存す

るという結果となっていることから，それぞれの

発達段階の特徴について改めて検討する余地があ

る。そこで，仲間関係の発達段階の仮説にもとづ

き，「ギャング」「チャム」「ピア」のそれぞれの
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発達段階についてより的確に検討することが可能

な尺度を開発することを第１の目的とする。

　第２の目的は，この作成した尺度を用い，仲間

関係の発達と受容感との関連，ネット利用との関

連を調べ，友人関係および学校における心理的適

応について検討することである。はじめに，受容

感との関連を調べる。文部省が，平成４年に不登

校に関する報告書にて，学校が「心の居場所」の

役割を果たす必要性を提唱して以降，心理的な意

味を持った「居場所」という言葉が広く用いられ

るようになっている。このように，学校適応にお

いて「居場所感」は重要な要素であるといえる。「居

場所感」の要素のなかでも「受容感」は，集団内

で個人がポジティブな感情をもたれていることが

適応的であるとされることから，友人関係の適応

に最も関係すると考えられる。そこで，本研究で

は，仲間関係の発達と受容感との関連を調べるこ

ととする。

　さらに，近年のネットの利用との関連について

も調べることとする。携帯電話やスマートフォ

ン等のネット端末の急速な普及は，友人間のコ

ミュニケーションに大きな変化をもたらしてい

る。ネットによる友人同士のささいなすれ違いか

ら，友人間のトラブルやいじめに発展することが

大きな社会問題となっている。平成 25 年度の「児

童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する

調査」におけるいじめについての調査では，いじ

めの様態の内容として，「パソコンや携帯電話等

で、誹謗中傷や嫌なことをされる」の項目が昨年

度と比較し，中学生で 5.8％から 8.8％に，高校

生で 14.8％から 19.7％に増加した（文部科学省，

2014）。これは，ネットを介したいじめが増加傾

向にあることを示しているといえよう。ネットに

よるいじめやトラブルの他，日常的に友人との

ネットを介したコミュニケーションを頻繁に行う

ことで，関係性を保つことに疲れてしまう状態に

陥ることも明らかになってきている。このような

ネット利用と友人との関係についての研究は，ま

だ多くは行われていない。小寺（2009）は，若者

の mixi 利用者を対象とした調査より，既存の友人

と SNS を通して日常を気軽に知ることができるこ

と，SNS 利用の基盤となっているのは「既存の関

係の強化」であり，既存友人との関係の発展・維

持のために SNS を利用していることを明らかにし

た。また，加藤（2013）は，高校生を対象にして，

SNS を利用する理由について「友人との活動の質

問紙」（榎本，2003）とネットの利用との関連を

心理的側面から調査している。この中で加藤は，

SNS でのやりとりは，榎本（2003）が尺度を作成

した当時には一般的に見られなかった活動である

ことから，この尺度の項目に含まれてはいないが，

現在の高校生の SNS でのやりとりは，既存の友

人・知人との「閉鎖的活動」を活発化させ，親密

性を高め合っていると考察している。これらの研

究では，ネット利用と友人との関係に言及してい

るが，仲間関係の発達との観点からは研究されて

いない。そこで，仲間関係の発達とネット利用と

の関連を明らかにし，仲間関係の発達段階と友人

間でのネット利用の動機について考察することに

する。今後もこのようなネットを通じた親密な友

人との交流は拡大する可能性が高く，ネットを介

した友人間のトラブル等に対する予防的な教育が

ますます重要になるだろう。ネット利用と友人関

係との関連を明らかにすることは，ネット利用に

おける予防的な教育や，生徒の良好な友人関係の

構築に寄与するものと考えられる。

Ⅱ．研究１　仲間関係の発達についての尺度の作

成と信頼性および妥当性の検討

１．目的

　保坂・岡村（1986,1992）の「ギャング・グルー

プ」「チャム・グループ」「ピア・グループ」の仮

説にもとづき，仲間関係の発達についての尺度を

作成し，その信頼性と妥当性を検討する。

２．方法

被調査者

　鹿児島県の公立Ａ中学校の２年生男子 95 名・

女子 96 名の計 191 名。

質問紙の構成

⑴　仲間関係位相尺度：保坂・岡村の仲間関係の

発達の仮説にもとづいて，これまでに作成され
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た斎藤（1986）の「友だちづきあいについての

21 項目」と，黒沢・森ら（2003）の「仲間関係

発達尺度」を参考に原案を作成した。原案は，

21 項目（ギャング７項目，チャム７項目，ピア 

７項目）であった。同性の親しい友だちとの関

係について，どの程度当てはまるかを尋ねるも

のである。回答は，「非常によくあてはまる」「や

やあてはある」「どちらともいえない」「あまり

あてはならない」「全くあてはまらない」の５

段階評定で，回答をそれぞれ５点，４点，３点，

２点，１点と得点化した。

⑵　友人との活動尺度：妥当性を検討するための

尺度として用いる。榎本（2003）による「友人

との活動の質問紙」で，友人とどのような活動

をしているかを測定する，29 項目から成る尺度

である。榎本は，友人関係を「友人との活動」

「友人への感情」「友人への欲求」の３つの側面

からとらえ，「友人との活動，友人に対する感情，

友人への欲求の質問紙」を作成している。この

うち，「友人との活動の質問紙」は，青年期の

友人の活動的側面の発達的変化について検討し

たものである。回答は，「とてもよくする」「よ

くする」「どちらかと言えばする」「どちらかと

言えばしない」「あまりしない」「まったくしな

いしない」の６段階評定で，回答をそれぞれ６

点，５点，４点，３点，２点，１点と得点化す

る。この尺度では，友人との活動を「相互理解

活動」，「親密確認活動」，「共有活動」，「閉鎖的

活動」の４つに分類し，これを下位尺度として

いる。これらの４つの活動のうち，相互理解活

動については８項目すべてを，親密確認活動に

ついては９項目から７項目を，共有活動につい

ては８項目から７項目を取り上げ，合計 22 項

目を用いた。閉鎖的活動の４項目は，対応する

ところがないため除いた。また，親密確認活動

の「11. 交換日記をする」および「17. 一緒に習

い事に行く」の項目と，共有活動の「23. 一緒

にゲームセンターに行く」の項目は，時代や個々

の環境を受けやすい等の理由により不採用にし

た。また，「18. 部屋の中でファミコンやゲーム

をする」の項目は，「ファミコン」という言葉

を削除し，「部屋の中でゲームをする」と内容

を一部改変した。

　　榎本（1999）は，相互理解活動は保坂・岡村

（1986）の「ピア・グループ」に相当し，親密

確認活動は「チャム・グループ」に，共有活動

は「ギャング・グループ」に相当すると述べて

いる。仲間関係位相の尺度において「ギャング」，

「チャム」，「ピア」の因子が抽出され，それら

の因子がそれぞれ，「共有活動」，「親密確認活

動」，「相互理解活動」との相関が認められるこ

とにより，妥当性が確認できると考えられる。

⑶　独立−協調尺度：妥当性をみるための尺度で，

高田（2000）による「児童・生徒用相互独立的

−相互協調的自己観尺度」より，10 項目を抜粋

し，短縮版尺度とした。短縮版尺度の作成にあ

たっては，高田（2000）による，相互独立的−

相互協調的自己観尺度の短縮版尺度として用い

る採用項目に準じた。自分自身にどの程度あて

はまるかを尋ね，回答は，「あてはまる」「すこ

しあてはまる」「どちらともいえない」「あまり

あてはまらない」「あてはまらない」の５段階

評定で，回答をそれぞれ５点，４点，３点，２点，

１点と得点化する。相互独立性についての下位

尺度は，「個の認識・主張」と「独断性」である。

また，相互協調性についての下位尺度は，「他

者への親和・順応」「評価懸念」である。

　　高田（2000）は，相互独立性と相互協調性の

年齢段階による相違を明らかにしている。その

なかで，相互独立性の平均得点は，男女ともに

中学生よりも高校生の方が高い。相互協調性に

ついては，高校生の方が中学生よりも平均得点

は高いが，評価懸念の得点については，高校生

女子よりも中学生女子の方が高い。また，榎本

（1999）は，友人関係の感情的側面についての

尺度を作成し，そのなかの下位尺度「不安・懸

念」については，「相互協調的自己観」に通じ

るところがあると考察で述べている。また，中

学生女子の「不安・懸念」は，高校を経て大学

へと年齢が上がるにつれて，平均得点は下がる

という研究結果を示している。これらのことか

ら，チャムに相当する時期には，「評価懸念」

が強くなる傾向があり，チャムと「相互協調性」

との間で正の相関が認められることが考えられ
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る。したがって，相互独立性はピアと，相互協

調性はチャムとの間で，正の相関が認められる

ことにより，妥当性が確認できると考えられる。

手続き

　　調査は，2015 年７月に実施した。回答はすべ

て無記名で行われた。学級担任が，学級活動の

時間に調査用紙を配布し，記入を求め回収した。

３．結果と考察

　仲間関係位相尺度原案 21 項目について因子分

析（主因子法・バリマックス回転）を行った。因

子負荷量が .35 未満の項目および，複数の因子に

またがって因子負荷量が .35 以上の項目を削除し

た。その結果，解釈可能な３因子を抽出し，第１

因子を「ピア」，第２因子を「チャム」，第３因子

を「ギャング」と命名して，これら 15 項目を仲

間関係位相尺度とした。各下位尺度の項目および

因子分析の結果は Table 1 のとおりである。

　次に，各下位尺度の平均点，標準偏差，α係

数および下位尺度間の相関係数を Table 2 示した。

下位尺度の相関を算出したところ，ギャングとピ

アとの間の相関はきわめて小さかったが，ギャン

グとチャムとの間，ピアとチャムとの間について

は，どちらも弱い正の相関（ .25）が認められた。

これは，仮説にもとづくと，チャムとギャング，

チャムとピアは発達段階が近接していることか

ら，このような結果になったのではないかと考え

られる。また，α係数は，Table 2 に示したとおり，

十分に高いとはいえないが，項目数の少なさを考

慮すれば一応の信頼性が認められると判断した。

下位尺度と項目内容
因子負荷量

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ．ピア

友だちとは，考え方の違いがあっても本音で話せる .745

友だちだからお互いの意見をきちんと言い合える .723

違う考えを持つ友だちとも知り合いたい .457

他のグループの人たちとも，自然とつき合える .455

これからのそれぞれの生き方について話をする .377

自分とは違う性格の友だちともつき合ってみたい .369

Ⅱ．チャム

友だちと意見や考え方が一緒だとほっとする .658

友だちのことを誰よりも知っていたい .618

仲の良い友だちと同じ持ち物を持っていたらうれしい .595

他の友だちと自分が仲良くなったら，今の友だちに悪いと思う .493

友だちとのメールや手紙のやりとりで，友だちの気持ちを知りたい .472

仲の良い友だちといつも一緒にいることで安心する .443

Ⅲ．ギャング

追いかけたり，たたき合ったりして，ふざけ合うのが楽しい .717

一緒にいたずらをするのがおもしろい .673

友だちとは悩みを語り合うより，わいわい騒ぐ方が多い .472

寄与率 13.00 12.73 8.48

累積寄与率 34.22％

Table 1　仲間関係位相尺度の項目内容と因子構造（主因子法・バリマックス回転後）
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下位尺度 M SD α
r

（２） （３）

ピア　　　（１） 23.70 3.48 .69 .25 .16

チャム　　（２） 20.87 4.23 .73 ─ .25

ギャング　（３） 9.37 2.82 .66 ─
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　次に，妥当性を検討するために，仲間関係位相

尺度と友人との活動尺度との相関，独立−協調尺

度との相関を確認した。その結果をTable 3に示す。

　まず，友人との活動尺度の相互理解活動は，ピ

アとの間で中程度の正の相関（ .518），チャムと

の間で弱い正の相関（ .236）が認められた。すな

わち，相互理解活動は，それに相当するピアとの

間で，より高い相関を示したと言えよう。次に親

密確認活動については，チャムとの間で中程度の

正の相関（ .402），ピアとの間に弱い正の相関（ 

.316）が認められた。すなわち親密確認活動は，

それに相当するチャムとの間で，より高い相関を

示したと言えよう。そして，共有活動については，

ピアとの間に弱い正の相関（ .213），ギャングと

の間に弱い正の相関（ .244）が認められた。どち

らも弱い相関ではあった。共有活動は，それに相

当するギャングとの間で，より高い相関を示した

と言えよう。

　これらの結果より，仲間関係位相尺度の３因子

はそれぞれ，友人との活動尺度の相当する活動と

の相関が認められることから，併存的妥当性が確

認できたと判断した。相互理解活動とチャムとの

間に弱い正の相関が，親密確認活動とピアとの間

でも弱い正の相関が認められた理由としては，仮

説にもとづくと，近接している発達段階とその活

動であるためであると考えられる。また，共有活

動は，ピアとも相関が見られたが，その理由につ

いてはよく分からなかった。

　次に，独立−協調尺度との相関について述べる。

ギャングは，相互独立性と相互協調性のどちらと

も相関はほとんどみられなかった。チャムと相互

協調性との間で中程度の正の相関（ .494），ピア

と相互独立性との間で中程度の正の相関（ .400）

が認められた。これらの結果より，チャムと相互

協調性との間に，およびピアと相互独立性との間

に相関が認められたことから，構成概念妥当性の

一部が確認できたと判断した。

　以上の結果より，仲間関係位相尺度について，

一応の信頼性と妥当性が保たれていると判断し

た。

Ⅲ．研究２　仲間関係の発達と受容感およびネッ

ト利用との関連

１．目的

　中学生を対象に研究１で作成した仲間関係位相

尺度と，学級や学校における適応感としての受容

感との関連および，ネット利用との関連を明らか

にする。

２．方法

被調査者

　鹿児島県の公立 A 中学校の２年生男子 58 名・

女子 58 名の計 116 名。

質問紙

⑴　受容感尺度：秦（2000）による居場所感尺度

（学校場面）の下位尺度である「受容感」のうち，

因子負荷量の高い順に５項目を選んだ。今の学

Table 2　仲間関係位相尺度の下位尺度の平均値，α係数および相関係数（n=191）

友人との活動尺度（n=75） 独立 -協調尺度（n=116）

相互理解活動 親密確認活動 共有活動 相互独立性 相互協調性

仲間関係位相尺度

ピア　　　（１） .518 .316 .213 .400 -.048

チャム　　（２） .236 .402 -.039 -.051 .494

ギャング　（３） .148 .147 .244 .038 .061

Table 3　仲間関係位相尺度の下位尺度と妥当性を検討する下位尺度の平均値および相関係数
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質問項目と回答用選択肢

項目１：あなたが，ふだん最も利用するネットの使い方は次のうちどれですか。

ア．情報の検索　　　　　　　　　　　　　イ．友だちとのやりとり

ウ．オンラインゲーム　　　　　　　　　　エ．家族とのやりとり

オ．その他　　　　　　　　　　　　　　　カ．まったく利用しない

項目２：あなたが，１日にネットを利用する時間は，平均としてどれくらいですか。

１．まったく利用しない（１点）　　　　　２．30分以下（２点）

３．30分から１時間以内（３点）　　　　　４．１時間以上２時間以内（４点）    

５．２時間以上（５点） 　　

　

項目３：あなたは，ネットを通じたメッセージやチャットのやりとり（LINEやカカオトークなど）を利用していますか。

１．まったく利用しない（１点）　　　　　２．ほとんど利用しない（１点）　　

３．たまに利用している（３点）　　　　　４．よく利用している（４点）

項目４：SNSを利用したほうが，友だちとのつきあいがうまくいくと思いますか。

１．まったくそう思わない（１点）　　　　２．あまりそう思わない（２点）

３．少しそう思う（３点）　　　　　　　　４．とてもそう思う（４点）

項目５：ネットをやっていて，今はやめておこうと思っていても，ついやってしまったり，すぐにはやめられなかったりする

ことがありますか。

１．まったくない（１点）　　　　　　　　２．ほとんどない（２点）　　　

３．たまにある（３点）　　　　　　　　　４．よくある（４点）

中島　浩子・関山　徹：中学生における仲間関係の発達と受容感およびネット利用との関連

級や学校ですごしているときの様子に，どの程

度あてはまるかを尋ね，回答は，「あてはまる」

「すこしあてはまる」「どちらともいえない」「あ

まりあてはまらない」「あてはまらない」の５

段階とし，回答をそれぞれ５点，４点，３点，

２点，１点と得点化する。

⑵　ネット利用についての質問紙：「ネット依存

尺度」（総務省情報通信政策研究所，2014）を

参考にネットの利用目的，ネット利用時間，友

人関係におけるネットの利用状況などの質問項

目を作成し，用いた。これらの質問に対し，最

もあてはまる内容を選択してもらうものであ

る。その内容を Table 4 に示した。項目１の質

問以外は，回答は Table 4 で示したとおりにそ

れぞれ得点化した。

手続き

　調査は，2015 年７月に実施した。回答はすべて

無記名で行われた。学級担任が，学級活動の時間

に調査用紙を配布し，記入を求め回収した。

３．結果と考察　　

　仲間関係位相尺度の下位尺度と受容感および

ネット利用との間で，相関分析を行った。Table 5

に平均値および相関係数を示した。

　まず，仲間関係位相尺度の下位尺度と受容感と

の相関において，ピアと受容感との間に中程度の

正の相関（ .488）が認められた。また，チャムと

の間でも弱い正の相関（ .254）が認められた。受

容感とピアとの間で相関が最も高い理由として，

自立した個人として個別性，異質性を尊重できる

段階であるため，周りの友人を受容でき，そのこ

とが自分自身の受容感につながっているのではな

いかと推測される。また，受容感とチャムとの間

でも弱い正の相関が認められた理由については，

中学生はチャムの時期の真っただ中にいることか

ら，チャムの特徴である友人との親密な関係によ

り受容感が得られているのではないかと推測され

る。

　次に，仲間関係位相尺度の下位尺度とネット

Table 4　ネット利用についての質問紙
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尺度 Ｍ ＳＤ （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

仲間関係位相尺度

　　　　　　　　ピア　　　（１） 23.70 3.48 .301 .145 .488 .121 .011 -.151 -.057

　　　　　　　　チャム　　（２） 20.87 4.23 　─ .247 .254 .161 .263 .280 .240

　　　　　　　　ギャング　（３） 9.37 2.82 　─ .239 .264 .151 .103 .076

受容感　　　　　　　　　　（４） 19.29 3.68 　─ .129 .095 .053 .028

ネット利用　　　項目２　　（５） 2.51 1.09 　─ .501 .244 .465

　　　　　　　　項目３　　（６） 2.04 1.23 　─ .402 .379

　　　　　　　　項目４　　（７） 2.27 0.89 　─ .205

　　　　　　　　項目５　　（８） 2.24 1.08 　─
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利用の各項目との相関の結果について取り上げ

ると，チャムと項目３との間に弱い正の相関（ 

.263）が，また，チャムは項目４との間にも弱い

正の相関（ .280）が認められた。ギャングは，項

目２との間に弱い正の相関（ .264）が認められた。

また，ネット利用の項目間では，項目２と項目３

との間に中程度の正の相関（ .501），項目２と項

目５との間に中程度の正の相関（ .465）が認めら

れた。このことから，項目２のネットの利用時間

は，項目３のチャットやメッセージのやりとりや，

項目５のネット依存の傾向と関連があることが分

かる。また，項目３と項目４との間に中程度の正

の相関（ .402），項目３と項目５の間に弱い正の

相関（ .379）が認められた。このことから，項目

３のチャットやメッセージのやりとりと，項目４

の SNS 利用と友だちとのつきあいについての意識

は関連があることが分かった。また，項目３は，

項目５のネット依存とも関連があることが分かっ

た。

　次に，仲間関係と受容感との関連を調べるため

に，「チャム」と「ピア」の項目得点を用いて，

群分けを行った。本研究においては，中学生の発

達段階をとらえる際，チャムが中心となる時期で

あると考えることから，「ギャング」以外の「チャ

ム」と「ピア」の２項目によって群分けを行うこ

ととし，群分けは次のように行った。

　まず，「チャム」と「ピア」それぞれの項目の

合計点を算出した。そして，「チャム」の得点の

平均値と「ピア」の得点の平均値をそれぞれ算出

し，対象者がそれよりも低い場合には，低得点群，

高い場合には，高得点群とした。その結果，チャ

ムについては，20 点以下が「低チャム群」，それ

以上が「高チャム群」，ピアについては，23 点以

下が「低ピア群」，それ以上が「高ピア群」となった。

次に上述の分類で得られた結果を組み合わせ，４

分類（低チャム低ピア群／低チャム高ピア群／高

チャム低ピア群／高チャム高ピア群）を設定した。

　以上の分類によって設定されたチャム・ピア４

群を要因とし，受容感を従属変数とした分散分析

を行った。また，４群全体で有意差が認められた

ため，多重比較を行った。その結果，「低チャム

低ピア群」と比較して，「低チャム高ピア群」，「高

チャム高ピア群」の２群において，受容感の平均

値が有意に高い値を示した（詳細は Table 6 に示

した）。また，対象となった中学校２年生は，発

達段階として一般的にチャムの段階であろうと考

えられるが，「高チャム低ピア群」は，「低チャム

高ピア群」と「高チャム高ピア群」の２群よりも

受容感の平均値が低かった。

　これらの結果と，Table 5 に示した仲間関係位

相尺度と受容感との間の相関の結果と関連づけて

考えると，ピアが高いことが受容感の高さにつな

がっているといえる。チャムの高低に関係なく，

ピアが高い群は，異質性を認められることから周

りの友人を受容することができるため，自分自身

も受容されていると認識できるのではないかと推

察される。「高チャム高ピア群」は，チャムも高

いが，ピアの特徴を持ちあわせているため，より

発達段階が進んでいるピアの特徴が表れているの

かもしれない。また，「高チャム低ピア群」は，

同調性が高く，仲間との関係を保つことを重要視

する傾向があり，評価懸念や不安と隣り合わせで

Table 5　仲間関係位相尺度の下位尺度，受容感，ネット利用の項目２〜５の平均値および相関係数（n=116）
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あることから，居場所としての受容感を持ちにく

いと考えられる。「低チャム低ピア群」については，

他の３群と比較して友人との活動があまり活発で

はない群であるとしてとらえられ，そのために受

容感が得られにくいと推測される。

　次に，仲間関係の発達とネット利用との関連に

ついてとりあげていく。はじめに，“あなたが，

ふだん最も利用するネットの使い方は次のうちど

れですか”という質問項目についての回答結果を

Figure 1 に示した。これをみると，「情報の検索」

が 53.1% と最も割合が高く，半数以上が情報検索

のために最もネットを利用している実態が明らか

になった。また，次に割合が高いのは，「友だち

とのやりとり」（16.3％）であり，ネットの利用は，

中学生の友人関係において，重要な位置を占めて

いることがわかる。

　次に，先述のチャム・ピアの高低の組み合わせ

を基準とした４群を要因とし，ネット利用の各項

目を従属変数とした分散分析を行い，その結果を

Table 8 に示した。項目２，項目３，項目５につい

ては，チャムとピアの４群の間に，有意差は認め

られなかった。項目４の「SNS を利用したほうが，

友だちとのつきあいがうまくいくと思いますか」

においてのみ，４群全体で有意差が認められたた

め，多重比較を行った。その結果，「低チャム高

ピア群」は，「高チャム低ピア群」と比較して，「思

う」という得点が有意に低かった。また，「低チャ

ム高ピア群」は，「高チャム高ピア群」と比較し

ても，同じように，「思う」という得点が有意に

低かった。また，「低チャム高ピア群」と，「低チャ

ム低ピア群」との間には，有意傾向があった。つ

まり，「低チャム高ピア群」は他の３群より，SNS

を利用したほうが，友だちとのつきあいがうまく

いくとは「思わない」ことが示された。すなわち，

友だちとのつきあいをうまくやるために SNS の利

用をそれほど必要としていないと言えよう。また，

「低チャム高ピア群」以外の３群は，SNS を利用

したほうが，友だちとのつきあいがうまくいく

と「思う」傾向にあることを示している。仲間関

係の発達の観点から考えると，「低チャム高ピア

群」は，他の３群と比較して，チャムのように相

手と一体化を求めるのではなく，自立した個人と

して友人と付き合おうとするピアの段階に移行し

つつあると考えられる。また，「高チャム高ピア群」

については，ピア得点は高いものの，チャム得点

も高いことから，チャムの特徴とピアの特徴の両

方を有していると考えられる。受容感に関しては，

より発達の進んだピアの特徴が表れているのでは

ないかという推測を行ったが，SNS と友だちとの

つきあいに関しては，チャムの特徴を残している

ものと推測される。そのため，SNS を利用するこ
Figure 1　ネット利用についての質問紙

項目１の度数分布

低チャム　 低チャム　 高チャム　 高チャム　

低ピア　群 高ピア　群 低ピア　群 高ピア　群

（n=33） （n=21） （n=22） （n=40） F 値 多重比較（Bonferroni）

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

（ＳＤ） （ＳＤ） （ＳＤ） （ＳＤ）

受容感
17.30 20.48 18.64 20.68 6.99＊

低チャム低ピア群＜低チャム高ピア群＊　

（ 4.23） （ 3.16） （ 3.00） （ 3.01） 低チャム低ピア群＜高チャム高ピア群＊＊

　　　　　　　　　　　＊＊:p<.01　＊:p<.05

Table 6　受容感の４群における平均値

友だちとのやりとり

（n=98）
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とによって友人との親密さを保つことの必要性を

感じており，このような結果を示したと考えられ

る。以上より，これらの結果は，チャムとピアと

いった仲間関係の発達の特徴を示しているのでは

ないかと考えられる。換言すれば，SNS を通じた

友人とのつきあいにおいても，仲間関係の発達が

進むにつれ，自立した個人としての意識が強まる

という変化がみられることが示唆される。

　項目２のネットの利用時間や項目５のネット依

存については，チャム・ピアの高低の組み合わ

せを基準とした４群全体での差は認められなかっ

た。また，項目３のネットを通じたメッセージや

チャットのやりとりの利用の程度についても，４

群全体での差は認められなかった。したがって，

項目４の SNS の利用と友だちとのつきあいに対

する意識についてのみ，有意差が認められたとい

うことからは，ネット利用の程度や友人間のメッ

セージやチャットのやりとりの程度とは関連がほ

とんどないということが考えられる。以上より，

仲間関係の発達と SNS の利用と友だちとのつきあ

いに対する意識との関係が明らかになったといえ

よう。

Ⅳ．総合考察

　研究 1 では，保坂・岡村（1986）の「ギャング・

グループ」，「チャム・グループ」，「ピア・グループ」

の仮説にもとづき，仲間関係の発達についての尺

度を作成した。また，その尺度については，一応

の信頼性と妥当性を確認できたと判断した。これ

まで仲間関係の発達について開発された尺度は，

因子の項目内容が，若干，最近の仲間関係の発達

の概念とは異なっている項目があること，発達段

階の仮説にもとづいた因子が抽出されていない尺

度であることなどの理由から，新たに仲間関係の

発達についての尺度の作成を試みた。本研究で作

成した「仲間関係位相尺度」においては，発達段

階の位相を示す３因子を抽出できた。このことか

ら，本尺度は，仲間関係の発達段階と，近年の友

人関係に関わるさまざまな傾向，問題との関連を

調べるのに有効なものであると考えらえる。また，

チャムの遷延化や，ギャング・グループの喪失な

どが指摘されているが，このような現代における

仲間関係の発達の状況についても本尺度を用いて

今後検証できるのではないだろうか。

　研究２では，研究１で作成した仲間関係位相尺

度を用いて，受容感とネット利用の関係を調べ，

受容感の高さがピアの高さと関連しているという

低チャム　 低チャム　 高チャム　 高チャム　

低ピア　群 高ピア　群 低ピア　群 高ピア　群

（n=33） （n=21） （n=22） （n=40） F 値 多重比較

Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） （Tamhane）

項目２ 2.42 2.57 2.23 2.70 0.99

（1.25） （1.12） （0.81） （1.07）

項目３ 2.00 1.90 2.18 2.08 0.20

（1.15） （1.26） （1.33） （1.27）

項目４ 2.27 1.76 2.45 2.42 3.19＊
低チャム高ピア群＜高チャム低ピア群＊　

（0.76） （0.70） （0.80） （1.04） 低チャム高ピア群＜高チャム高ピア群＊　

低チャム高ピア群＜低チャム高ピア群
＋　

項目５ 2.27 2.05 2.36 2.25 0.33

（1.07） （1.20） （1.14） （1.00）

　　　　　　　　　＊:p<.05　＋
:p<.10

Table 8　ネット利用の４群における平均値
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知見を得ることができた。中学生は一般的にチャ

ムの時期と考えられているが，本研究では，受容

感の高さはチャムの高さではなく，ピアの高さが

関係していたということは，本研究の１つの成果

であると言えよう。周りからの受容感が低いと，

心理的適応を得ることができず，結果的に不適応

や不登校につながることが多い。一方で，受容感

が高ければ，不登校や不適応の抑制につながると

考えられる。

　仲間関係の発達については，学校段階や性差と

の関連がこれまでの研究で明らかになっている。

しかし，同じ年齢でも発達段階に個人差があるこ

とにより注目し，学校適応などとの関連を検討す

ることも重要ではないだろうか。また，最近，「チャ

ムの遷延化」が指摘されているが，長くチャムに

とどまることは，決して適応的であるといえない

のではないかと推察される。しかし，一方で，「チャ

ム」については，親密欲求を満たすのに重要な発

達段階であるとも考えられ，例えば，須藤（2008）

の研究において，チャム体験は発達促進的，治療

的な性質があると指摘されている。また，対象と

した中学２年生は，チャムの時期の真っただ中に

いると考えられ，この時期における仲間同士の受

容感は，ある程度高いと推測される。しかし，仲

間同士の間においても，ピア・プレッシャーによ

り過剰に適応している場合もある。本研究では，

学校適応との関連を調べることを目的の１つと

し，仲間集団よりも学級や学校といった広い所属

集団における受容感を尋ねたため，ピアの高さが

受容感に関連したと思われる。今後，チャムにつ

いてはより詳細に検討し，適応感との関連を行う

ことが必要だろう。

　さらに，本研究では，仲間関係の発達と SNS の

利用と友人関係に関する意識についても知見を得

ることができた。仲島・姫野・吉井（1999）は，

若者の携帯電話の利用は，「フルタイム・インティ

メート・コミュニティ」を創造する効果があると

している。「フルタイム・インティメート・コミュ

ニティ」とは，特定多数の仲間とのコミュニケー

ションをより緊密にし，心理的に１日中一緒にい

る気持ちになる効果のことである。総務省の調査

（2015）において，若年層のコミュニケーション

ツールは，メールからソーシャルメディアに移行

したと示されている。メールと比較し，ソーシャ

ルメディアは，複数の友人と同時にコミュニケー

ションが可能であり，いつでも，どこでも，空間

を共にせず，親しい仲間同士でコミュニケーショ

ンを行うことが可能になったと言えよう。仲島・

姫野・吉井の研究から 15 年近く経過し，ソーシャ

ルメディアに移行したことで，「フルタイム・イ

ンティメート・コミュニティ」による影響がこれ

までよりもさらに懸念される。また，SNS を利用

した学校での友人との親密確認行動が学校外でも

家庭でも続けられているという状況は，黒沢・森

ら（2002）が，親密さと同調圧力は，併存し表裏

をなすものであると考察しているように，同調性

や排他性を高めている可能性が高いと推察され

る。なお，友人との親密な関係において，親密さ

を確認するようなコミュニケーションを「フルタ

イム」で行わなければならないという感覚に陥っ

てしまうことにより，過度の緊張下におかれてい

る可能性がある。「青少年のインターネット利用

と依存傾向に関する調査結果報告書」（2013）で

は，中学生は，友人とのコミュニケーションを目

的として利用しており，ソーシャルメディア内の

人間関係やトラブルに対して不安や悩みを持ちや

すく，メッセージを即座に返信するなどソーシャ

ルメディアでの友人関係にも気を遣っていること

が窺える。これらの調査や研究の内容は，仲間関

係の発達段階の視点から，思春期特有のメンタリ

ティとの関連をよく示すものと考えられよう。

　以上の内容をふまえ，学校現場においては，仲

間関係の発達の観点から，不適応や不登校の予防

的な取り組みとして，学校または学級における仲

間関係の発達を支え，促進する取り組みの検討が

必要なのではないだろうか。まず，ピアは，自立

した個人として異質性を認めることが可能な集団

であることから，学校での様々な場面において，

仲間関係の発達を促すことをねらいとし，ピアの

特徴を生徒が，日常的に取り込んでいくことがで

きるような手立てが必要であろう。例えば，教師

は，授業などのフォーマルな場面において，ピア

の特徴を生徒が取り込むような展開や工夫が必要

であると考える。また，学級などの準拠集団にお
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いて，集団の不安や緊張を低め，意図的に生徒一

人一人の個性や持ち味を生かす取り組みを日常的

にできるだけ豊富に行っていくことが重要ではな

いだろうか。そのような経験により，インフォー

マルな仲間関係においても，同調性や排他性を強

めるのではなく，ピアの特徴である異質性に対す

る寛容さを取り込むことができるのではないだろ

うか。仲間関係の発達を援助・促進する基盤とな

るのは，やはり身近な周囲の友人である。学校現

場において，仲間関係の発達の観点をもち，生徒

の友人関係を観察し，必要な手立てを行うことが

重要であろうと考える。

　最後に，本研究の課題について述べる。まず，

受容感の課題としては，質問紙の関係上，「居場

所感」の１つの側面として「受容感」のみを取り

出したため，他の居場所感の側面との関連を明ら

かにすることができなかった。他の居場所感に関

する尺度の側面として，「安心感」，「本来感」，「自

己存在感」，「自己有用感」，「充実感」，「連帯感」，

「高揚感」，「自由の確保」，「場との一致感」など

が見出されている（西中，2014）。今後，仲間関

係の発達段階と，特に関連の深い居場所感との関

連を調査する必要がある。次に，ネット利用に関

しては，友人関係とネット利用による関連をより

多面的に調べることである。本研究では，SNS や

仲間関係の発達とネット利用がどのように関連し

ているのかを検討するため，ネット利用について

幅広い視点で質問紙を構成した。本研究の対象者

は，「情報の検索」をネット利用の目的としてい

る割合が最も高かったが，SNS や友人とのやりと

りと関連があった。そこで，友人関係や友人との

やりとりに内容に絞って質問項目をより多く設け

た場合，仲間関係の発達との関連をより明らかに

することができるのではないかと考えられる。ま

た，SNS を利用することがなぜ，友だちとのつき

あいがうまくいくことにつながると思うのか，そ

の理由を尋ねることで，ネット利用と友だちとの

つきあいの関連をさらに詳細に調べることができ

るのではないか。友人関係は，学校生活を基盤と

して成立し，仲間と直接的な触れ合いや，さまざ

まな経験の共有によって，維持，発展していくと

考えられていた。近年では，ネットの利用によっ

て，友人とのコミュニケーションや活動が様変わ

りし，親密な友人関係を維持するための気遣いや

努力が必要となってきているようである。また，

ネット依存やトラブルといった問題だけでなく，

若者の社会性や情緒面および質的なコミュニケー

ションの発達への影響が危惧されている。近年の

若者の友人関係の特徴である過度の気遣いや希薄

化が，ますます進むのではないかということも懸

念されている。仲間関係の発達と上述の問題との

関連を検討することも，今後，視野に入れていき

たいと考えている。

　その他の課題として，本研究は，中学２年生の

みの調査であったため，他学年の特徴や，他の学

校種との違いみることができていない。また，尺

度項目が社会的望ましさの影響を受けている可能

性も否めない。今後はさらに研究の対象となる学

年や学校種を広げたり尺度構成の改善を図るなど

して，仲間関係の発達について研究を継続してい

きたい。その際には，学校や学級，仲間関係にお

いてうまく適応できている要因を明らかにし，不

登校，不適応の予防的な手立てや開発的な支援に

ついて検討していく。また，性差を比較検討し，

仲間関係の発達段階の特徴を踏まえ，学校適応に

つながる友人関係について，さらなる検討を行う

必要がある。
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付記

　本研究は，九州心理学会第 76 回大会（於大分

県立芸術文化短期大学）において発表した内容を

大幅に加筆修正したものである。
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